2006年度統計学後期中間テストの参考答案
　　　　　　　　　　　　　　　　
1． T分布表或いは標準正規分表を使って、次の問題を答えよ。
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 なるｔを求めよ。
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　　ｔ分布表から、
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 なるｃを求めよ。そして、（２）の結果と（３）の結果を比べて、何が分かったかを述べてみよう。
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　　　標準正規分布表から、
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　　　　ｔ分布は標準正規分布よりグラフにしたときの山の高さが少し低く、山のスソがより厚くなる。つまり、t分布のほうが０を中心として遠くの値が出る確率が大きい。（２）のｔ分布の確率と（３）の標準正規分布の確率は同じ0.99となるが、ｔ値はｃ値より大きいので、ｔ分布のほうがスソ野を長くひくことになる。このような両者の相違は、nが小さければ小さいほど顕著である。更にいえば、標本が小さいとき（いまはｍ＝8、n=9）、同じ確率の条件の下で推計した信頼区間にはｔ分布が標準正規分布より広い。
２．ある会社は毎年求職者に対して試験を行い、試験点数の平均値340、標準偏差50の正規分布に従うということが経験的に分かっている。今年の求職者が多いので、試験の平均点数が350以上ならば合格とする。いま、求職者25名を選んで、今年の合格の割合を求めよ。

　　

解答：与えられた条件から整理してみると、
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　　　標本平均の標本分布より、
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